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平成19年第３回定例会

那珂市スポーツ少年団運動会

▲10月８日　那珂市総合公園で、那珂市
スポーツ少年団の運動会が開催されまし
た。雨天の中でしたが、みんな元気に走り
まわっていました。
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議員提出議案（11件）
委員会報告　　６件
意見書　　　　１件（可決）
その他　　　　４件（すべて可決）

その他の議案
請願・陳情　　３件（25ページ参照）

市長提出議案（11件）
条例関係　　　３件（すべて可決）
補正予算　　　６件（すべて可決）
その他議案　　２件（すべて可決）

議案件数と結果

平成19年第３回定例会
（９月10日～９月26日）

９月10日 本会議
（閉会中の委員会報告など）

９月11日 本会議
（条例改正、補正予算など）

９月12日 決算特別委員会

９月13日 決算特別委員会

９月14日 決算特別委員会

９月18日 建設常任委員会
教育厚生常任委員会

９月19日 本会議
（一般質問５名）

９月20日 本会議
（一般質問５名）

９月21日 本会議
（一般質問４名）

９月26日 本会議
（決算、請願・陳情など）

平成19年第３回定例会　

平成18年度那珂市各種会計決算
　第１次那珂市総合計画基本構想など
　　執行部提出議案をすべて可決

那
珂
市
公
民
館
の
設
置
及
び

管
理
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

条　
　

例

　

那
珂
市
中
央
公
民
館
で

は
、
市
立
図
書
館
の
開
館
に

伴
い
、図
書
室
を
廃
止
し
ま
し

た
。
今
後
は
そ
の
部
屋
を「
大

会
議
室
」
と
し
て
利
用
す
る

た
め
、
会
議
室
の
使
用
料
を

新
た
に
定
め
ま
し
た
。
10
月

よ
り
利
用
開
始
で
す
。
使
用

料
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

　
　
　
　
　
　
　
　

２
千
円

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　

２
千
円

午
後
５
時
半
〜
午
後
９
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　

３
千
円

　

地
方
税
法
の
減
免
規
定
に

那
珂
市
税
条
例
を
適
合
さ
せ

る
た
め
、
那
珂
市
税
条
例
の

固
定
資
産
税
の
減
免
の
規
定

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
教
育
委
員
２
名
が

10
月
２
日
で
任
期
満
了
と
な

る
た
め
、
新
た
に
次
の
２
名

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

　

岡お
か

部べ　

恒つ
ね

雄お　

氏

　
　
　
　

菅
谷　

60
歳

　

綿わ
た

引ひ
き　

和か
ず

子こ　

氏

　
　
　
　

瓜
連　

57
歳

　

任
期

　
　

平
成
19
年
10
月
３
日
〜

　
　

平
成
23
年
10
月
２
日

　
　
　
　
　
　
　
（
４
年
間
）

　

６
月
に
改
正
し
た
那
珂
市

都
市
計
画
税
条
例
の
改
正
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
国
の
地
方

税
法
関
連
の
法
律
改
正
に
よ

る
条
文
の
整
理
を
し
ま
し

た
。

那
珂
市
税
条
例
の
一
部
改
正

那
珂
市
教
育
委
員
会

　
　
　

委
員
の
任
命
に
同
意

▲平成19年第３回定例会

那
珂
市
都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

人　

事
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　平成19年第３回定例会

補　正　予　算
▼平成19年度一般会計補正予算（第２号）
2,835万円の増額→総額170億4,347万４千円
歳出、瓜連駅南停車場線街路整備事業の調査設計
費を増額しています。（H19.7.20専決処分）

▼平成19年度水道事業会計補正予算（第１号）
資本的支出5,538万８千円の増額
木崎浄水場補助継電器盤修繕費の増額をしていま
す。（H19.7.20専決処分）

▼平成19年度一般会計補正予算（第３号）
１億5,180万５千円の増額
　　　　　　　　→総額171億9,527万９千円
歳出で、地域介護・福祉空間整備補助事業補助金
3,000万円、国県負担金等返納金2,373万円、一中学区
コミュニティセンター建設事業の調査設計658万５千
円、学童保育事業408万９千円の増額などです。

▼平成19年度国民健康保険特別会計（事業勘定）
補正予算（第２号）
4,963万２千円の増額→総額52億6,489万２千円
介護納付金3,655万１千円、国県負担金等返納金
1,238万１千円を増額しています。

▼平成19年度下水道事業特別会計補正予算（第１号）
287万４千円の増額→総額21億2,687万４千円
歳出で、下水道維持管理費の施設点検清掃282万4
千円を増額しています。

▼平成19年度介護保険特別会計（保険事業勘定）
補正予算（第１号）
2,801万３千円の増額→総額26億9,901万３千円
歳出で、国県負担金等返納金1,624万６千円、地域
支援事業費の包括的支援事業500万円、介護予防
事業300万円の増額などです。

第１次那珂市総合計画基本構想の概要
（10年後の那珂市を想定して構想を作成しています）

　

こ
の
総
合
計
画
基
本
構
想

は
、
那
珂
市
の
行
政
運
営
の

指
針
と
な
る
も
の
で
、
地
方

自
治
法
で
策
定
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
総
合
計
画

の
基
本
構
想
（
案
）
を
、
審

議
し
、可
決
し
ま
し
た
。

　

基
本
構
想
の
概
要
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。

◆
市
の
将
来
像

『
人
に
や
さ
し
く

　

文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
』

◆
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

▽
市
民
と
と
も
に
創
る
協

　

働
の
ま
ち
づ
く
り

▽
市
民
が
安
全
で
安
心
し

　

て
暮
せ
る
住
み
よ
い
ま

　

ち
づ
く
り

▽
市
民
が
い
き
い
き
と
輝

　

き
、
活
力
あ
ふ
れ
る
ま

　

ち
づ
く
り

◆
計
画
の
期
間

▽
平
成
20
年
〜
29
年
度

　
　
　
　
　
　
　
（
10
年
間
）

◆
計
画
の
構
成

　

計
画
は
構
想
か
ら
実
施
ま

で
３
段
階
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

▽
基
本
構
想　

計
画
の
根
幹

と
な
る
10
年
後
の
市
の
イ

メ
ー
ジ
、
行
政
指
針
や
目

標
を
定
め
た
も
の

▽
基
本
計
画　

基
本
構
想
に

基
づ
き
、前
期
と
後
期（
５

年
毎
）
の
行
政
運
営
計
画

▽
実
施
計
画　

３
年
間
の
具

体
的
な
事
業
実
施
計
画
。

毎
年
見
直
し
を
し
て
３
年

後
の
計
画
を
作
成

◆
計
画
の
指
標

　

計
画
作
成
の
指
標
と
な
る

人
口
・
年
齢
別
人
口
・
世
帯

数
、
就
業
人
口
を
推
計
し
て

い
ま
す
。　　
（
左
表
参
照
。）

◆
土
地
利
用
構
想

　

土
地
利
用
を
４
つ
の
ゾ
ー

ン
に
区
分
し
、
整
備
利
用
目

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

▽
住
居
ゾ
ー
ン

▽
商
業
、業
務
地
ゾ
ー
ン

▽
産
業
ゾ
ー
ン

▽
農
地
、自
然
環
境
ゾ
ー
ン

◆
施
策
の
大
綱

　

市
の
将
来
像
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
施

策
展
開
な
ど
を
以
下
の
６
つ

の
目
的
に
分
け
て
、
具
体
的

な
目
標
や
事
業
展
開
の
方
向

な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

①
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り

②
安
全
で
快
適
な
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り

③
健
や
か
で
生
き
が
い
を
も

っ
て
暮
せ
る
ま
ち
づ
く
り

④
豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む

教
育
の
ま
ち
づ
く
り

⑤
活
力
が
あ
り
賑
わ
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り

⑥
行
政
運
営
の
効
率
化
に
よ

る
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り

指　　　　標 H19 H24 H29

将 来 人 口 56,493 56,300 56,000

年　

齢　

別　

人　

口

0～14
7,655 7,221 7,072
13.6％ 12.8％ 12.6％

15～64
36,739 35,090 33.031
65.0％ 62.3％ 59.0％

65～
12,099 13,989 15,897
21.4％ 24.9％ 28.4％

平均世帯人員 2.82 2.68 2.56

世　帯　数 20,017 21,000 21,900

那珂市総合計画基本構想の人口指標
（単位：人、下段は人口構成割合）

　将来の那珂市の人口は、わずかに減少し、
年齢構成は、就業可能人口が減少し、65歳以
上の高齢者が増加していく高齢化社会になっ
ていくと想定しています。
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▲決算特別委員会の審議風景

平成18年度一般会計決算概要

平成18年度那珂市の決算を審査
適正な決算であると認定

決算特別委員会レポート　

決算特別委員会

　

平
成
18
年
度
の
那
珂
市
決

算
を
決
算
特
別
委
員
会
で
審

査
し
、す
べ
て
認
定
す
べ
き
も

の
と
の
結
論
と
し
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
最
終
日
の
議

会
本
会
議
で
、
決
算
特
別
委

員
会
の
報
告
を
受
け
、
平
成

18
年
度
決
算
を
す
べ
て
認
定

し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
委
員

　

委
員
長　
　

助
川　

則
夫

　

副
委
員
長　

君
嶋　

寿
男

　

委　

員　
　

蝦
名　

純
子

　

委　

員　
　

篠
原　

惠
子

　

委　

員　
　

小
田
倉
義
治

　

委　

員　
　

先
﨑　
　

光

　

委　

員　
　

小
沼　

博
恭

　

委　

員　
　

遠
藤　
　

実

　

委　

員　
　

須
藤　
　

博

　

委　

員　
　

萩
野
谷
敏
一

　

委　

員　
　

木
村　

静
枝

　

委　

員　
　

秋
山　
　

一

歳入⇒滞納整理など収入確保に努力を
　歳出⇒行政改革と諸策の推進を
一般会計決算額 平成18年度決算額 平成17年度決算額 前年度比較

歳入総額 175億8,308万円 180億7,731万円 ▲４億9,423万円

歳出総額 168億8,803万円 173億3,026万円 ▲４億4,223万円

歳入歳出差引額 ６億9,505万円 ７億4,705万円

一般会計　歳入決算額

歳入科目 H18決算額 前年度比較
市税 64億7,909万円 8,526万円
地方交付税 36億6,674万円 ▲2億6,879万円
市債 16億3,360万円 ▲390万円
国庫支出金 12億5,712万円 2,999万円
県支出金 8億9,613万円 ▲7億2,457万円
地方譲与税 7億6,508万円 2億1,874万円
繰越金 7億4,705万円 6,250万円
諸収入 4億5,970万円 2,540万円
地方消費税交付金 4億5,420万円 2,452万円
繰入金 3億1,495万円 1億0,957万円
分担金及び負担金 2億9,611万円 598万円
使用料及び手数料 2億1,236万円 ▲146万円
自動車取得税交付金 1億5,033万円 ▲26万円
地方特例交付金 1億3,471万円 ▲5,079万円
財産収入 3,876万円 41万円
配当割交付金 2,641万円 1,014万円
利子割交付金 2,191万円 ▲1,188万円
株式等譲渡所得割交付金 1,772万円 ▲594万円
交通安全対策特別交付金 988万円 92万円
ゴルフ場利用税交付金 123万円 ▲7万円

合　　　計 175億8,308万円 ▲4億9,423万円

（前年度比較：無印は増加、▲は減少）
○○　一般会計　歳入決算の概要　○○
　平成18年度の歳入決算は、合併後２度目の決
算となりました。決算額は、前年度と比較する
と、約５億円の減少となっています。
　歳入決算額の大きなポイントとしては、市立
図書館建設の建設終了、国の三位一体改革など
により、歳入の構成割合が変化しています。
　科目別では、那珂市の根幹財源である市税で
は、市民税が、景気が回復の傾向にあるためか、
所得割分が増加し、前年度より約２億３千万円
の増加となっていますが、固定資産税では、家
屋分の税収が、前年度より約１億５千万円の減
少となり、市税全体では、約８千５百万円の増
加となっています。
　地方交付税は、三位一体改革の地方交付税改
革などにより減少しています。
　県支出金は、平成17年度に図書館建設の財源
とした約７億円の電源立地地域対策交付金が
なくなったため減少しています。
　地方譲与税は、三位一体改革の国から地方へ
の税源移譲により増加しています。
　繰入金は、市立図書館の図書購入のため、基
金を取り崩したため増加しています。
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　決算特別委員会レポート

決
算
特
別
委
員
会
の

　
　
　
　
　
　

主
な
意
見

　

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査

の
中
で
、
次
の
よ
う
な
意
見

な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
主
に
税
な
ど

で
収
入
未
済
額
が
出
て
い

る
。
こ
れ
は
、
健
全
財
政
を

損
な
う
要
因
と
な
り
、
十
分

に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
全

体
的
に
は
予
定
さ
れ
た
歳
入

額
を
確
保
で
き
た
こ
と
は
評

価
す
る
。

　

歳
出
に
関
し
て
は
、
入
札

差
金
を
主
な
理
由
と
し
て
不

用
額
（
予
算
の
残
金
）
が
見

ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
よ
り

少
な
い
経
費
で
事
業
を
効
果

的
に
推
進
し
た
結
果
と
受
け

止
め
る
。
今
後
も
各
事
業
の

目
的
に
か
な
う
成
果
を
上
げ

る
よ
う
事
務
事
業
の
精
査
を

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

合
併
後
の
経
過
措
置
や
調
整

課
題
も
概
ね
順
調
に
解
決
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
執
行
部

に
お
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に

行
政
改
革
と
諸
策
の
推
進
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

よ
う
に
要
望
す
る
。
な
ど
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

○○　一般会計歳出決算の概要　○○
　目的別の歳出決算額の概要は、民生費の増加してい
る理由は、児童手当支給事業が約７千万円増加、国民健
康保険特別会計への操出金が約７千万円増加、介護保
険特別会計への操出金が約４千万円増加などによるも
のです。
　土木費は、上菅谷停車場線街路整備事業、瓜連駅南停
車場線街路整備事業の事業費の増加により増額してい
ます。
　教育費は、図書館建設事業（約13億円）の終了、五台
小学校大規模改造事業（約３億円）の増加により全体
で減額となっています。
　農林水産業費は、土地改良基盤整備事業や戸多地区
地籍調査事業、茨城北農業共済事務組合負担金などの
増加により増加しています。
　消防費は、防災無線統一事業の終了により減少して
います。
　性質別の歳出決算額の概要は、物件費は、図書館の図
書購入により約１億円が増加しています。
　普通建設事業費は、図書館建設事業の終了により約
13億円の減少、五台小学校大規模改造事業が約３億円
増加により、総額で減少となっています。
　操出金は、国民健康保険特別会計や介護保険特別会
計への操出金が増加しています。
　扶助費は、児童手当支給事業、生活保護扶助費の増加
により増額となっています。
　基金残高は、図書館の図書購入などのために一部の基
金を取り崩したため、特定目的基金が減少しています。
　市債は、上菅谷駅前地区土地区画整理事業による起
債の増加により、全体ではわずかに増加しています。

一般会計　目的別歳出決算額
（前年度比較：無印は増加、▲は減）

目的別区分 H18決算額 前年度比較
民生費 39億6,487万円 2億0,952万円
土木費 27億3,230万円 2億3,669万円
教育費 23億2,533万円 ▲9億1,583万円
総務費 21億2,400万円 ▲5,267万円
公債費 21億0,976万円 ▲121万円
衛生費 12億4,609万円 ▲686万円
農林水産業費 10億2,403万円 1億6,885万円
消防費 9億3,227万円 ▲5,967万円
議会費 2億9,163万円 ▲1,183万円
商工費 1億3,318万円 ▲1,029万円
諸支出金等 457万円 107万円

合　　　計 168億8,803万円 ▲4億4,223万円

一般会計　性質別歳出決算額
（前年度比較：無印は増加、▲は減）

目的別区分 H18決算額 前年度比較
人件費 43億5,090万円 3,128万円
物件費 25億0,364万円 1億0,493万円
普通建設事業費 22億0,240万円 ▲7億7,647万円
繰出金 21億4,705万円 8,895万円
公債費 21億0,976万円 ▲118万円
扶助費 18億4,412万円 8,742万円
補助費等 13億9,835万円 1,213万円
維持補修費 2億2,722万円 928万円
積立金 7,128万円 2,029万円
貸付金 2,793万円 759万円
投資及び出資金 538万円 ▲2,645万円

合　　　計 168億8,803万円 ▲4億4,223万円

基金残高（全会計分）
基金内訳 H18年度末 前年度比較

財政調整基金 9億1,917万円 50万円
特定目的基金 34億7,006万円 ▲1億9,417万円

合　　　計 43億8,923万円 ▲1億9,367万円

市債残高（全会計分）
市債の会計区分 H18年度末　 前年度比較

一般会計分 187億7,013万円 ▲4,973万円
下水道特別会計分 111億4,366万円 ▲6,864万円
農集排特別会計分 33億2,247万円 ▲233万円
上菅谷駅前地区土地
区画整理特別会計分 5億8,322万円 1億4,732万円

合　　　計 338億1,948万円 2,662万円
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８つの特別会計の歳出総額は
　　　　　１４６億６，８５５万円

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、

自
営
業
な
ど
の
方
が
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
制
度
で
、

加
入
者
へ
の
医
療
費
の
一
部

を
負
担
す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
18
年
度
の
決
算
内
容

は
、
約
32
億
円
の
医
療
給
付

費
を
支
出
し
ま
し
た
。
保
険

対
象
者
は
、
１
６
，
１
５
３

人
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
対

象
者
が
減
っ
て
い
ま
す
が
、

１
人
あ
た
り
の
給
付
額
は
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

決
算
委
員
会
で
は
、
国
保

税
の
滞
納
整
理
に
つ
い
て
十

分
に
配
慮
し
て
実
施
す
る
こ

と
や
、
医
療
給
付
費
が
年
々

増
加
し
て
い
る
の
で
、
多
重

診
療
の
抑
制
な
ど
に
努
力
し

て
ほ
し
い
な
ど
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

◆
老
人
保
健
特
別
会
計

　

平
成
20
年
度
よ
り

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

　

老
人
保
健
制
度
は
、
75
歳

以
上
の
方
の
医
療
費
の
一
部

を
負
担
す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
18
年
度
の
決
算
内

容
は
、
約
42
億
円
の
医
療
負

担
分
の
支
出
が
あ
り
ま
し

た
。
保
険
対
象
者
は
、
６
，

３
１
３
人
で
、
１
人
当
た
り

の
平
均
年
間
支
払
額
は
、
約

66
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
老
人
保
健
制
度
は
、

平
成
20
年
度
よ
り
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
へ
と
移
行
し
ま

す
。
制
度
の
変
更
に
よ
り
、

加
入
者
の
基
本
的
な
医
療
費

支
給
内
容
な
ど
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。
変
更
と
な
る
の

は
、
保
険
事
業
者
が
、
各
市

町
村
単
位
か
ら
茨
城
県
を
単

位
に
し
た
広
域
的
な
組
織
に

変
更
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
平
成
20
年
度
よ
り
、
老

人
保
健
特
別
会
計
の
内
容
も

縮
小
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

将
来
の
下
水
道
整
備
地
区

　
　
　

を
審
議
会
で
検
討
中

　

現
在
、
下
水
道
事
業
審
議

会
の
中
で
、
平
成
24
年
以
降

の
整
備
地
区
を
審
議
し
て
お

り
、
ま
も
な
く
計
画
案
が
ま

と
ま
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

平
成
18
年
度
の
下
水

道
事
業
決
算
内
容
は
、
約

６
億
６
千
万
円
を
支
出
し
、

主
に
横
堀
・
杉
原
・
下
菅

谷
・
瓜
連
駅
南
地
区
を
整

備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
公
債

費
（
借
入
金
返
済
）
は
、
約

11
億
５
千
万
円
と
決
算
額
の

約
半
分
を
し
め
ま
し
た
。

◆
公
園
墓
地
事
業
特
別
会
計

　

福
ヶ
平
霊
園
と

　
　

瓜
連
冨
士
霊
園
の
管
理

　

こ
の
特
別
会
計
の
決
算
内

容
は
、
市
営
墓
地
「
福
ヶ
平

霊
園
」
と
「
瓜
連
冨
士
霊

園
」
の
２
ヵ
所
の
墓
地
の
維

持
管
理
費
な
ど
が
主
な
も
の

で
す
。

◆
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業

　

特
別
会
計

　

鴻
巣
地
区
の
整
備
を
実
施

　

平
成
18
年
度
の
決
算
内

容
は
、
約
１
億
７
千
万
円
を

支
出
し
て
、
鴻
巣
地
区
の
下

水
管
整
備
工
事
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
他
、
下
水
供

用
施
設
の
維
持
管
理
費
が

約
７
千
万
円
、
公
債
費
が
約

１
億
７
千
万
円
な
ど
で
し

た
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

　

給
付
費
が
増
加
傾
向

　

こ
の
介
護
保
険
制
度
は
、

要
介
護
と
認
定
さ
れ
た
方
が

受
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
約

９
割
を
給
付
す
る
事
業
で

す
。
決
算
内
容
で
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
に
約
24
億
円

を
支
出
し
ま
し
た
。
要
介
護

認
定
者
も
増
加
し
て
お
り
、

今
後
、
給
付
費
も
増
加
す
る

見
込
み
で
す
。

区　　分 H18決算額 前年度比較
歳入合計 49億0,137万円 2億1,914万円
歳出合計 48億3,061万円 1億7,013万円
歳入歳出差引額 7,076万円

国民健康保険特別会計（事業勘定）

区　　分 H18決算額 前年度比較
歳入合計 42億5,096万円 ▲3億7,630万円
歳出合計 42億4,122万円 ▲3億1,684万円
歳入歳出差引額 974万円

老人保健特別会計

区　　分 H18決算額 前年度比較
歳入合計 22億4,545万円 1億8,430万円
歳出合計 21億5,758万円 2億0,887万円
歳入歳出差引額 8,787万円

下水道事業特別会計

区　　分 H18決算額 前年度比較
歳入合計 1,206万円 ▲119万円
歳出合計 1,092万円 ▲176万円
歳入歳出差引額 114万円

公園墓地事業特別会計

区　　分 H18決算額 前年度比較
歳入合計 4億5,441万円 7,853万円
歳出合計 4億3,922万円 8,211万円
歳入歳出差引額 1,519万円

農業集落排水整備事業特別会計

区　　分 H18決算額 前年度比較
歳入合計 26億6,241万円 2億0,583万円
歳出合計 26億3,601万円 2億4,081万円
歳入歳出差引額 2,640万円

介護保険特別会計（保険事業勘定）

（▲は減）

（▲は減）

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

多
重
診
療
チ
ェ
ッ
ク
を
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◆
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

　

会
計

　

介
護
予
防
プ
ラ
ン
の
作
成

　

平
成
18
年
度
の
主
な
事
業

と
し
て
、
介
護
保
険
の
要
支

援
１
、２
と
認
定
さ
れ
た
方

の
介
護
予
防
プ
ラ
ン
作
成
の

実
施
や
、
居
宅
介
護
支
援
事

業
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

プ
ラ
ン
作
成
を
委
託
す
る
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
支
出

額
は
、
そ
れ
ら
の
委
託
料
や

人
件
費
で
す
。

◆
上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区  

　

画
整
理
事
業
特
別
会
計

　

上
菅
谷
駅
前
を
整
備

　

那
珂
市
菅
谷
の
上
菅
谷
駅

前
周
辺
を
土
地
区
画
整
理
事

業
を
実
施
し
て
、
良
好
な
市

街
地
と
な
る
よ
う
に
整
備
し

て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
の

決
算
は
、
約
３
億
２
千
万
円

を
支
出
し
ま
し
た
。
事
業
内

容
は
、
建
物
の
移
転
補
償
な

ど
に
約
２
億
８
千
万
円
、
道

路
や
水
道
管
敷
設
工
事
に
約

２
千
４
百
万
円
、
建
物
補
償

調
査
や
道
路
工
事
設
計
な
ど

に
約
１
千
３
百
万
円
な
ど
の

支
出
と
な
り
ま
し
た
。

区　　分 H18決算額 前年度比較
歳入合計 1,770万円 ▲402万円
歳出合計 1,673万円 ▲288万円
歳入歳出差引額 97万円

介護サービス事業特別会計

区　　分 H18決算額 前年度比較
歳入合計 3億5,355万円 1,325万円
歳出合計 3億3,626万円 664万円
歳入歳出差引額 1,729万円

上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計

　

平
成
18
年
度
の
主
な
決
算

内
容
は
、
主
な
収
益
で
は
、

水
道
の
給
水
使
用
料
が
約

10
億
円
、
加
入
分
担
金
が

約
７
千
万
円
で
し
た
。
主

な
費
用
で
は
、
原
水
及
び

浄
水
費
が
約
３
億
８
千
万

円
、
配
水
及
び
給
水
費
が

３
千
９
百
万
円
、
人
件
費
や

事
務
費
な
ど
の
総
係
費
が

１
億
６
千
万
円
、
減
価
償
却

費
が
２
億
８
千
万
円
で
し

た
。
営
業
外
費
用
で
は
、
企

業
債
利
息
が
約
１
億
２
千
万

円
で
し
た
。

　

そ
の
他
に
、
石
綿
セ
メ
ン

ト
管
を
１
千
８
百
m
の
更
新

を
実
施
す
る
な
ど
、
配
水
環

境
の
整
備
も
実
施
し
ま
し

た
。

　

決
算
委
員
会
で
の
主
な
意

見
と
し
て
は
、
普
及
率
98
・

１
％
、
有
収
率
（
配
水
量
に

対
す
る
有
料
給
水
量
）
90
・

４
％
な
ど
高
い
水
準
を
維
持

し
て
お
り
、
水
の
需
要
が
高

ま
る
な
か
、
石
綿
管
の
敷
設

換
え
な
ど
安
全
な
水
の
確
保

に
誠
意
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
は
評
価
で
き
る
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

那珂市水道事業決算
（H18．４．１～H19．３．31）

H18 前年度比較
営業収益 10億9,258万円 ▲1,070万円
営業費用 8億5,975万円 ▲193万円
営業外収益 1,553万円 1,227万円
営業外費用 1億2,511万円 ▲1,577万円
特別損失 116万円 10万円
当年度純利益 1億2,209万円 1,917万円

水道事業損益計算書

H18 前年度比較
固定資産 71億8,995万円 ▲7,862万円
流動資産 8億3,815万円 ▲4,479万円
資産合計 80億2,810万円 ▲1億2,341万円

流動負債 9,216万円 873万円
資本金 56億8,500万円 ▲1億6,236万円
剰余金 22億5,094万円 3,022万円
負債資本合計 80億2,810万円 ▲1億2,341万円

貸　借　対　照　表

主な実績 H18 H17
年度末給水人口 55,633人 55,679人
年度末給水戸数 18,519戸 18,274戸
年 間 総 配 水 量 5,565,740㎥ 5,603,968㎥
１日平均配水量 15,249㎥ 15,353㎥
１人１日平均配水量 274リットル 276リットル

安全な水の確保と供給に
　　　　鋭意努力している

（▲は減）
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国
県
補
助
の
活
用
の
た
め

　
　

受
け
皿
と
な
る
組
織
が
課
題
で
あ
る

「
地
産
地
消
に
つ
い
て
」
調
査
中

継続調査
経
済
常
任
委
員
会

　

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、

特
に
、
那
珂
市
の
大
多
数
を

占
め
る
小
規
模
農
業
者
に
対

し
、
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
に
よ
り
、
国
の
補
助
金

等
の
支
援
策
が
打
ち
切
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
経
営
安
定
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
、
調

査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

地
産
地
消
を
推
進
す
る
こ

と
は
、
生
産
者
の
販
売
経
路

が
拡
大
し
収
入
増
や
雇
用
促

進
、
遊
休
農
地
の
解
消
や
学

校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
が

図
ら
れ
る
な
ど
の
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
お
い

て
、
農
産
物
直
売
所
や
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
地

場
産
物
の
活
用
状
況
に
つ
い

て
調
査
し
て
き
ま
し
た
が
、

農
業
関
係
の
国
県
の
補
助
事

業
を
活
用
す
る
た
め
、
補
助

金
の
受
け
皿
と
な
る
地
域
住

民
に
よ
る
組
織
や
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
地
場
産

物
の
納
入
に
つ
い
て
、
生
産

者
、
Ｊ
Ａ
、
行
政
な
ど
に
よ

る
組
織
化
な
ど
、
今
後
も
十

分
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
で
あ
り
、
さ
ら

に
継
続
し
て
調
査
す
る
こ
と

と
し
た
。

調査視察レポート

７月12日～13日
　経済常任委員会では、「地産地消につい
て」調査研究していく中で、学校給食へ地
場産物の導入を実施している実態の調査
のため、岩手県花巻市を視察しました。

岩手県　花巻市
　花巻市の東和学校給食センターで
は、平成13年から、地場産物の学校給食
への活用の取り組みをはじめ、平成15年
に地産地消の拠点として「東和産直友
の会」を発足させ、農産物直売所をオー
プンさせるとともに、学校給食への農産
物納入を実施している。

教育厚生常任委員会

「学校と地域との連携  
　  について」調査中

継続調査

学校ボランティアの
　効果的活用と連絡調整が課題

調査視察レポート

７月19日～20日
　教育厚生常任委員会では、「学校と地域との連携につ
いて」調査研究していく中で、学校ボランティアなどの
状況を調査するため、７月19日～20日に木更津市、横浜
市の状況について、視察しました。

　

学
校
と
地
域
と
の
連
携
に

つ
い
て
は
、
那
珂
市
で
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
の
制
度

化
を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

と
効
果
的
な
運
用
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
制
度
の
指
針
を
定
め
、
多

種
多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

掌
握
し
、
ど
の
よ
う
に
連
絡

調
整
を
図
る
か
が
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
導
入
に
向
け
て

さ
ら
に
論
議
を
深
め
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
継
続
し
て
調

査
す
る
こ
と
と
し
た
。

千葉県　木更津市　教育委員会 神奈川県　横浜市　教育委員会
　「学校支援ボランティア活動推進事業」を平成10年度か
ら開始している。事業の趣旨は、学校教育活動について地
域の教育力を生かし、保護者及び地域の人材がボランティ
アとして学校を支援する活動を推進し、学校の活性化を図
ることである。実施領域は大きく分けて「環境整備支援」
と「教育活動支援」の２点であるとのことであった。

　平成９年度から、「学校支援ボランティア」を導入して
いる。学校支援ボランティア導入のメリットは、子どもた
ちが、総合的な学習の時間帯で本物に触れることができ、
一人ひとりに、よりきめ細かな学習支援ができる。教員・
学校にとっては、専門性を生かした学習の提供、地域の情
報を得ることができる。ボランティアにとっては、ボラン
ティア自身の生涯学習になり、地域教育力の向上に貢献で
きるという説明であった。

▶
横
浜
市
で
の
研
修
風
景
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▲幌延深地層研究センター

　特別委員会レポート

調査事項
１　住民の安全確保に関する事項
２　周辺の環境保全に関する事項
３　原子力安全協定に関する事項
４　核融合研究施設に関する事項
５　その他関連する事項

原子力安全対策特別委員会

放
射
線
汚
染
放
置
に
対
し

　
　
　
　
　
　

厳
重
に
注
意

核燃料物質の放置や隠蔽は
　　重大問題と認識
　　　　徹底した安全管理を

継続調査

　

東
海
村
に
事
業
所
の
あ
る

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

東
海
研
究
所
に
お
い
て
、
モ

ッ
ク
ア
ッ
プ
建
屋
東
側
共
同

溝
に
お
け
る
汚
染
放
置
が
あ

っ
た
事
象
に
対
し
、
核
燃
料

物
質
に
よ
る
汚
染
は
重
大
問

題
で
あ
り
、
徹
底
し
た
安
全

管
理
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
安
全
管
理
の
徹
底
を

は
か
る
う
え
で
、
日
本
原
子

力
研
究
開
発
機
構
東
海
研
究

所
に
対
し
て
、
厳
重
注
意
抗

議
文
書
を
渡
す
と
い
う
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

那
珂
研
究
所
の
未
利
用
地

　

早
期
に
積
極
的
な
対
応
を

　

那
珂
核
融
合
研
究
所
の
未

利
用
地
に
関
す
る
早
期
利
用

計
画
に
つ
い
て
、
執
行
部
に

対
し
、
市
が
積
極
的
に
対
応

す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が

だ
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
第
１
四
半
期
の

　
　

気
体
廃
棄
物
放
出
状
況

　

平
成
19
年
４
月
〜
６
月
の

那
珂
市
周
辺
の
原
子
力
施
設

か
ら
の
放
出
状
況
は
、
目
標

値
を
上
回
っ
た
事
業
所
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
審
議
の
結

果
、
住
民
の
生
命
及
び
財
産

を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

引
き
続
き
調
査
研
究
を
行
う

と
と
も
に
、
原
子
力
施
設
へ

の
監
視
を
続
け
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
調
査
事
項
に
つ
い

て
、
今
後
も
継
続
し
て
調
査

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

調査視察レポート

７月25日～27日
　当特別委員会では、住民の安全確保と周辺環境の保全
を図るうえから、原子力に対する知識と理解を深めるた
め、７月25日～27日に北海道の原子力関連施設の視察・
調査を実施しました。

日本原子力研究開発機構
幌延深地層研究センター

北海道原子力環境センター
　　　〃　　防災センター

所在　北海道　天塩郡幌延町
　原子力発電所から出る使用済核燃料から、燃料としてま
だ使えるウランとプルトニウムを回収した後に残る高レベ
ル放射性廃棄物を、最終的に地下深い地層中に処分するこ
とは、国の基本方針となっています。
　幌延深地層研究センターでは、高レベル放射性廃棄物の
地層処分技術に関する研究開発として地層科学研究や地層
処分研究開発を行うことにより、地層処分の技術的な信頼
性を、実際の深地層での試験研究を通じて確認することを
目的としています。

所在　北海道　岩内郡共和町
○環境センター
　　北海道電力株式会社泊発電所周辺の環境放射線の監視
や、環境試料中の放射能分析及び温排水影響調査の環境
モニタリング、農業・水産の試験研究施設です。
○防災センター
　　北海道電力株式会社泊発電所の緊急事態の発生に備え
て、北海道原子力環境センターに併設して建設してあり
ます。原子力災害対策特別措置法により、緊急事態応急
対策拠点施設として経済産業大臣から指定されています。
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14議員が一般質問
◆君嶋　寿男　議員
　１．那珂総合運動公園野球場について
　２．瓜連体育館について
　３．学校付近での安全性について

◆蝦名　純子　議員
　１．青少年の健全育成について

◆寺門　　近　議員
　１．生活保護家庭の実態について

◆笹島　　猛　議員
　１．市財政の健全化について
　２．福祉バス運営事業について

◆小沼　博恭　議員
　１．AED（救命器具）の普及対策を
　２．広告ビジネスについて
　３．壁面緑化について
　４．人事評価制度について

◆先﨑　　光　議員
　１．防災無線の利用状況について
　２．JR瓜連駅周辺環境について
　３．県道静大宮線の整備状況について
　４．交通施設の改修について

◆木村　静枝　議員
　１．下菅谷まちづくりについて
　２．平和行政について

◆海野　　徹　議員
　１．安心安全の環境整備
　２．市有地の管理について

◆石川　利秋　議員
　１．道路行政について
　２．振動規制法について

◆助川　則夫　議員
　１．住宅耐震診断の補助事業について
　２．本市の区画整理事業について

◆根本　慎一　議員
　１．史跡を活かしたまちづくりについて

◆内山　さき子　議員
　１．子育て支援センターについて
　２．放課後子ども教室推進事業について

◆遠藤　　実　議員
　１．防災行政の推進について
　２．市民との協働体制の整備について

◆小田倉　義治　議員
　１．農業の振興について
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那
珂
総
合
公
園
野

球
場
に
つ
い
て
は
、

以
前
、
硬
式
野
球
が
出
来
る

球
場
に
と
質
問
の
中
で
要
望

し
、
市
長
よ
り
検
討
し
て
い

く
と
い
う
答
え
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
何
の
対

応
も
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
行
わ
れ
て
い
る
軟
式

の
大
き
な
大
会
と
し
て
は
、

９
年
連
続
で
那
珂
市
が
会
場

と
な
っ
て
い
る
、県
ち
び
っ
子

大
会
等
の
あ
る
運
動
施
設
の
早
急
な
る
対
応
を
望
む

野
球
選
手
権
大
会
、
那
珂
市

近
郊
学
童
野
球
大
会
、
中
学

校
総
体
等
が
あ
り
ま
す
。
プ

レ
ー
を
す
る
選
手
達
が
、
Ｓ

Ｂ
O
の
カ
ウ
ン
タ
ー
が
な
い

た
め
に
大
変
不
便
な
思
い
を

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

ま
た
、
瓜
連
体
育
館
の
照

明
器
具
が
何
ヶ
所
か
切
れ
た

ま
ま
で
、先
月
、市
長
杯
中
学

校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
女
子
の
部
）
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
年
間
２
万
５
千
人
の

方
が
利
用
す
る
施
設
で
す
。

　

こ
の
２
つ
の
早
急
な
る
対

応
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

教
育
次
長　

硬
式

野
球
を
踏
ま
え
た
球

場
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
大
会
等
を
行
う
た
め
の

最
小
限
の
設
備
は
、
必
要
に

応
じ
て
備
え
つ
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

利
用
者
か
ら
の
要
望
を
含
め
必
要
に
応
じ
て
備
え
る

君嶋寿男 議員

質問事項
１．那珂総合運動公園野球場

について
２．瓜連体育館について
３．学校付近での安全性につ

いて

　

最
近
、
拳
銃
を
使

用
し
た
凶
悪
事
件

が
次
々
と
発
生
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
の
１
月
、
瓜
連
小
学

校
付
近
で
、
東
京
か
ら
狩
猟

に
来
た
方
が
、田
ん
ぼ
の
茂
み

か
ら
斜
め
上
空
に
向
け
て
１

回
発
砲
す
る
と
い
う
事
が
あ

り
ま
し
た
。
発
見
者
は
、
学

校
の
近
く
の
た
め
、
す
ぐ
学

校
に
連
絡
し
、
警
察
の
方
が

来
て
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

学
校
付
近
で
の
安
全
性
と
市
の
対
応
に
つ
い
て

禁
猟
区
で
は
な
い
の
で
狩
猟

を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

行
政
の
方
と
し
て
は
、
特

に
対
応
を
し
て
い
な
い
よ
う

で
す
が
、
警
察
に
一
任
し
た

だ
け
で
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
、
安
心
は
確
保
で
き
る
も

の
で
す
か
。
防
災
無
線
で
の

呼
び
か
け
、
広
報
等
で
の
注

意
の
お
知
ら
せ
な
ど
が
、
必

要
で
は
な
か
っ
た
か
、
も
う

一
度
鳥
獣
保
護
区
、
銃
に
よ

る
狩
猟
の
禁
止
区
域
の
見
直

し
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

副
市
長　

法
的
に

は
違
反
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
学
校
の

周
辺
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

銃
の
使
用
禁
止
区
域
、
使
用

制
限
区
域
に
で
き
な
い
の
か

ど
う
か
、
猟
友
会
、
農
業
団

体
、
そ
の
他
の
関
係
団
体
と

も
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

関
係
団
体
と
協
議
し
て
調
整
し
て
い
く

　一般質問　Ｑ＆Ａ

▲瓜連小学校周辺地域

▲那珂市総合公園で開催されたタカノフーズ杯茨城県ちびっ子
野球選手権大会（茨城新聞社提供）
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教
育
長　

将
来
的

に
は
青
少
年
セ
ン
タ

ー
も
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す

る
た
め
に
は
、
設
置
場
所
や

管
理
運
営
な
ど
に
つ
い
て
、

慎
重
に
調
査
を
進
め
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、

青
少
年
の
実
態
調
査
に
努
め

て
、
適
切
に
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
策
定

さ
れ
た
母
子
保
健
計

画
「
健
や
か
親
子
那
珂
21
」

の
中
で
児
童
虐
待
の
内
容
が

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
に
児
童
虐
待
防

止
法
と
児
童
福
祉
法
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
児
童

虐
待
の
定
義
が
見
直
さ
れ
、

通
告
義
務
が
拡
大
し
、
虐
待

の
通
告
先
と
し
て
市
町
村
が

明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。

児
童
虐
待
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
を

　

児
童
虐
待
に
関
す
る
市
の

相
談
窓
口
が
ど
こ
に
あ
り
、

虐
待
相
談
件
数
は
ど
れ
く

ら
い
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

又
、児
童
虐
待
の
早
期
発
見
・

早
期
対
応
の
対
策
や
啓
発
事

業
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　

社
会
福
祉
課
内
の
家

庭
児
童
相
談
室
が
窓
口
で
、

平
成
18
年
度
は
29
件
あ
り
、

増
加
し
て
お
り
ま
す
。
児
童

福
祉
・
保
健
医
療
・
教
育
・

警
察
な
ど
の
関
係
者
か
ら
な

る
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
を
設
置
し
、
情
報
交
換

や
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

市
民
へ
の
啓
発
は
大
事
な
の

で
、市
の
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
は
じ
め
、
作
成
中
の
子

育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

載
せ
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
啓
発
活
動
も
進
め
る

蝦名純子 議員

質問事項
１．青少年の健全育成につい

て

　

平
成
18
年
に
「
い

ば
ら
き
青
少
年
プ
ラ

ン
」
が
策
定
さ
れ
、
重
点
目

標
の
一
つ
に
「
地
域
社
会
の

協
働
に
よ
る
青
少
年
の
育
ち

の
支
援
」
が
あ
げ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
実
現
の
た
め

に
市
教
育
委
員
会
の
果
た
す

役
割
は
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

　

那
珂
市
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン

で
は
、中
高
生
は
地
域
と
の
つ

な
が
り
が
不
足
し
、
目
的
を

青
少
年
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
相
談
体
制
の
充
実
を

持
っ
て
集
う
場
が
少
な
い
こ

と
も
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

青
少
年
が
住
み
良
い
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
青
少

年
育
成
の
ま
ち
宣
言
を
活
か

し
、
社
会
で
い
き
い
き
と
活

動
し
て
い
く
青
少
年
を
育
て

る
た
め
に
も
、
青
少
年
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
相
談
体
制

を
充
実
す
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。
教
育
長
の
お
考
え
を
伺

い
ま
す
。

ま
ず
は
青
少
年
の
実
態
把
握
に
努
め
、
対
応
す
る

一般質問　Ｑ＆Ａ　

▲「安心して子どもを生み育てることができるまちづくり」
のために策定した計画書です。

▲那珂市役所前の「青少年健全育成のまち」看板
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市
長
は
、
本
年
度

の
施
政
方
針
の
中

で
生
活
保
護
に
つ
い
て
、

受
給
者
数
、
受
給
者
世
帯
、

保
護
申
請
件
数
と
も
に
増
加

し
て
お
り
、
引
き
続
き
適
正

な
保
護
の
実
施
や
就
労
支
援

事
業
等
、
自
立
支
援
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
述
べ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
平

成
17
年
18
年
の
保
護
世
帯
の

動
向
、
即
ち
保
護
世
帯
数
、

当
市
の
生
活
保
護
家
庭
の
動
向
に
つ
い
て

保
護
人
員
数
、
新
規
申
請
件

数
、
保
護
開
始
件
数
、
保
護

廃
止
件
数
の
５
点
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　

平
成
18
年
３
月
の
生

活
保
護
受
給
世
帯
数
及
び

受
給
者
数
は
１
５
４
世
帯

２
１
２
人
で
し
た
が
、
平
成

19
年
３
月
は
１
６
３
世
帯

２
２
５
人
と
、
９
世
帯
13
人

が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
開
始
件
数
は

平
成
17
年
度
23
件
、
平
成
18

年
度
37
件
あ
り
、
保
護
廃
止

件
数
は
平
成
17
年
度
19
件
、

平
成
18
年
度
30
件
で
あ
り
ま

す
。

受
給
者
世
帯
・
受
給
者
数
と
も
に
増
加
し
て
い
る

寺門　近 議員

質問事項
１．生活保護家庭の実態につ

いて

　

こ
の
制
度
は
、
平

成
17
年
４
月
か
ら
実

施
さ
れ
て
お
り
、
今
日
の
被

保
護
世
帯
は
、
多
様
な
問
題

を
抱
え
て
お
り
、
保
護
受
給

期
間
が
長
期
化
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
一
方
、
実
施
機
関

に
お
い
て
は
問
題
の
複
雑
化

と
保
護
世
帯
の
増
加
に
よ

り
、
担
当
職
員
の
個
人
の
努

力
や
経
験
等
に
依
存
し
て
い

る
だ
け
で
は
十
分
な
支
援
が

生
活
保
護
者
の
自
立
支
援
に
つ
い
て

行
え
な
い
と
い
う
状
況
に
な

っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
状

況
を
踏
ま
え
、
経
済
的
給
付

を
中
心
と
す
る
現
在
の
生
活

保
護
制
度
か
ら
実
施
機
関
が

組
織
的
に
保
護
世
帯
の
自
立

を
支
援
す
る
制
度
で
あ
り
ま

す
。

　

当
市
に
お
い
て
は
ど
の
よ

う
な
支
援
策
を
し
て
い
る
か

お
伺
い
し
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　

自
立
支
援
に
は
社
会

参
加
な
ど
を
拒
む
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
を
取
り
除
く
と
い
う

こ
と
も
含
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
本
市
に
お
い
て
は
現
在
、

２
世
帯
に
対
し
関
係
者
と
連

携
し
て
支
援
し
て
お
り
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
と
も
に
２
名

の
受
給
者
に
対
し
て
職
業
訓

練
、
あ
る
い
は
就
職
相
談
を

受
け
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

関
係
者
と
支
援
策
を
立
ち
上
げ
実
施
し
て
い
る

　一般質問　Ｑ＆Ａ

▲生活保護は、様々な理由により、生活に困っている方が
自立して生活できるまで援助する制度です。

生活保護とは？
　病気やけがをして働けなくなるなど様々な事情に
より、収入が無く、自分たちの能力や資産などを活用
し、かつ扶養義務者からの援助など、精一杯の努力を
しても生活ができなくなる場合があります。このよ
うなとき、一定の基準に従って、最低生活に不足する
分についてのお金を支給し、医療や介護を受けられ
るようにするとともに、一日も早く自分の力で生活し
ていくことができるための手助けをする制度です。

◆生活保護の内容
◎生活扶助　衣類など、日常生活に必要な費用
◎住宅扶助　家賃・補修など住宅維持に必要な費用
◎教育扶助　義務教育に伴う学用品・給食などの必
　　　　　　要な費用
◎医療扶助　病気やケガ等の治療に必要な費用の他
　　　　　　に、出産扶助・生業扶助・葬祭扶助など
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市
長
公
室
長　

乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
は
近

隣
で
も
導
入
し
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
の
高
齢
社
会
に
お
い

て
、
市
民
が
気
軽
に
利
用
で

き
る
移
動
手
段
と
し
て
は
効

果
的
で
す
。
今
後
は
、
多
様

な
運
行
形
態
を
選
択
肢
に
入

れ
、
市
民
に
と
っ
て
利
便
性

の
高
い
公
共
交
通
が
実
現
で

き
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

　

北
海
道
の
夕
張
市

は
、
財
政
破
綻
が
市

民
の
負
担
を
増
や
し
、
暮
ら

し
に
打
撃
を
与
え
る
こ
と
を

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
決
定

的
だ
っ
た
の
は
、
一
時
借
入

金
の
「
飛
ば
し
」
に
よ
る
負

債
隠
ぺ
い
と
い
う
不
正
に
手

を
染
め
た
こ
と
で
す
。
本
市

で
は
、
一
時
借
入
金
を
利
用

し
た
不
適
正
な
会
計
処
理
は

行
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
か
。

大
丈
夫
か
〝
那
珂
市
の
台
所
事
情
〞

　

将
来
の
自
治
体
の
歳
入

の
見
通
し
は
基
本
的
に
厳
し

い
で
す
。
今
後
の
税
収
の
確

保
の
難
し
さ
、
国
家
財
政
の

交
付
金
お
よ
び
補
助
金
の
先

行
き
の
厳
し
さ
か
ら
考
え
る

と
、
少
し
不
安
を
感
じ
ま
す
。

そ
こ
で
、
過
去
に
負
っ
た
借

金
返
済
で
財
政
の
硬
直
化
が

進
ん
で
い
る
那
珂
市
の
財
政

健
全
化
の
取
組
み
と
将
来
の

見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

総
務
部
長　

一
時

借
入
金
は
、
こ
こ
数

年
間
借
り
入
れ
し
て
い
な
い
。

　

市
長　

歳
出
に
つ
い
て
は
、

地
方
債
の
新
規
発
行
の
抑
制

を
行
い
、歳
入
に
つ
い
て
は
、

自
主
財
源
の
確
保
と
市
税
、

使
用
料
等
の
収
納
状
況
の
改

善
を
図
り
、今
後
は
、合
併
特

例
措
置
が
あ
る
う
ち
に
、
厳

し
い
状
況
に
耐
え
ら
れ
る
自

治
体
に
変
え
て
い
き
ま
す
。

地
方
債
新
規
発
行
の
抑
制
と
自
主
財
源
確
保
を
図
る

▲北海道の夕張市では、財政再建計画を実施

笹島　猛 議員

質問事項
１．市財政の健全化について
２．福祉バス運営事業につい

て

　

多
く
の
市
町
村
で

街
中
を
巡
回
す
る
福

祉
バ
ス
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

経
費
が
か
か
る
わ
り
に
利
用

者
が
少
な
い
の
が
実
情
で
す
。

本
市
の
１
運
行
当
た
り
の
平

均
乗
車
人
数
は
３
･
２
人
で

す
か
ら
市
民
か
ら
「
空
気
を

乗
せ
て
走
っ
て
い
る
」
と
陰

口
を
た
た
か
れ
る
の
も
無
理

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
福

祉
バ
ス
よ
り
も
さ
ら
に
き
め

ど
う
見
直
す
「
福
祉
バ
ス
事
業
」

細
か
な
小
回
り
の
き
く
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
や
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
の
導
入
を
提
案
し

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、高
齢
者
や

障
害
者
な
ど
交
通
弱
者
に
必

要
な
足
と
し
て
、自
宅
か
ら
目

的
地
ま
で
の
送
迎
な
ど
利
便

性
も
高
く
、
安
心
し
て
日
常

生
活
が
送
れ
る
と
思
い
ま
す
。

本
市
で
は
こ
の
「
新
交
通
シ

ス
テ
ム
」
を
導
入
す
る
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

交
通
弱
者
の
さ
ら
な
る
交
通
利
便
性
の
向
上
を
図
る

▲那珂市福祉巡回バス

一般質問　Ｑ＆Ａ　
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壁
面
緑
化
は
地
球

温
暖
化
に
対
し
、
環

境
へ
の
負
荷
を
軽
減
さ
せ
る

方
法
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
夏

場
に
は
、
太
陽
の
直
射
日
光

に
よ
り
壁
が
熱
せ
ら
れ
、
そ

れ
に
伴
い
室
内
温
度
が
上
昇

す
る
た
め
、
冷
房
に
対
す
る

負
荷
は
相
当
な
も
の
に
な
り

ま
す
。
壁
一
面
を
緑
の
植
物

で
覆
う
こ
と
に
よ
り
、
壁
の

庁
舎
に
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
設
置
を

表
面
温
度
が
下
が
り
、
冷
房

へ
の
負
荷
が
軽
減
し
、
そ
れ

と
同
時
に
、
周
り
へ
の
照
り

返
し
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
、

新
聞
、
テ
レ
ビ
等
で
紹
介
さ

れ
て
お
り
、
試
行
的
に
実
施

し
て
は
ど
う
か
。

　

経
済
環
境
部
長　

ユ
ニ
ッ
ト
栽
培
の
日

中
の
壁
面
表
面
温
度
を
コ
ン

ク
リ
ー
ト
壁
面
と
比
較
す
る

と
、
15
時
過
ぎ
に
最
大
と
な

り
、
約
10
℃
の
低
減
が
見
ら

れ
、
壁
面
緑
化
の
断
熱
効
果

が
出
て
い
る
。
温
暖
化
防
止

に
つ
な
が
る
冷
房
へ
の
負
荷

が
か
な
り
軽
減
さ
れ
る
た

め
、
温
暖
化
対
策
と
し
て
効

果
的
だ
と
考
え
て
い
る
。
設

置
箇
所
、
設
置
費
用
等
を
よ

く
勘
案
し
試
行
的
に
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

設
置
場
所
・
費
用
を
勘
案
し
試
行
的
に
実
施

小沼博恭 議員

質問事項
１．ＡＥＤ（救命器具）の普

及対策を
２．広告ビジネスについて
３．壁面緑化について
４．人事評価制度について

　

自
治
体
は
企
業
と

同
じ
で
、
市
民
を
顧

客
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
産
業
で

あ
り
、
よ
り
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
市
民

満
足
度
を
実
現
す
る
必
要
が

あ
る
。
職
員
の
意
欲
と
能
力

を
最
大
限
に
引
き
出
す
新
し

い
人
事
制
度
の
構
築
が
強
く

求
め
ら
れ
て
お
り
、
職
員
の

意
識
啓
発
に
つ
な
が
り
、
市

民
、
職
員
に
と
っ
て
望
ま
し

人
事
評
価
制
度
の
導
入
と
時
期
に
つ
い
て

い
制
度
で
あ
り
、
導
入
の
時

期
と
、
必
要
性
の
是
非
に
つ

い
て
市
長
の
考
え
は
。

　

総
務
部
長　

組
織

機
能
の
活
性
化
と
職

員
の
資
質
の
向
上
と
意
欲
の

高
揚
を
図
る
上
で
早
く
制
度

化
し
て
、
平
成
20
年
度
か
ら

21
年
度
に
制
度
化
し
て
、
評

価
者
研
修
及
び
職
員
へ
の
周

知
を
行
い
、
21
年
度
の
試
行

段
階
を
経
て
、
22
年
度
か
ら

本
格
的
に
実
施
し
て
い
く
考

え
で
す
。

　

市
長　

地
方
公
務
員
法
の

改
正
に
よ
り
、
年
功
序
列
型

か
ら
能
力
評
価
、
業
務
評
価

に
よ
る
人
事
評
価
に
移
行
し

て
お
り
、
職
員
の
意
欲
を
向

上
さ
せ
、
能
力
を
最
大
限
発

揮
出
来
る
様
、
十
分
に
調
査

研
究
を
し
、
慎
重
な
上
に
も

早
急
に
確
立
を
し
た
い
。

慎
重
な
上
に
も
早
急
な
制
度
の
確
立
を
し
た
い

　一般質問　Ｑ＆Ａ

▲那珂市役所　１階

▲愛知県安城市の市役所庁舎の壁面緑化
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

台
の
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
を
整
備

し
ま
し
た
。
利
用
者
の
マ
ナ

ー
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
駅

の
業
務
委
託
者
の
活
用
は
契

約
条
項
に
な
い
の
で
現
時
点

で
は
無
理
と
考
え
ま
す
。

　

瓜
連
駅
北
側
に
つ
い
て
は
、

北
側
の
広
場
を
周
回
で
き
る

道
路
の
整
備
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
看
板
は
現
地
状
況

を
見
て
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

防
災
無
線
の
試
験
放
送
を
し
て
は
ど
う
か

行
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

危
機
管
理
監　

戸

別
受
信
機
が
聞
こ
え

な
い
、
ま
た
は
聞
き
づ
ら
い

と
い
う
問
い
合
わ
せ
は
年
間

で
20
か
ら
30
件
程
度
あ
り
ま

す
。
連
絡
が
あ
っ
た
場
合
、

で
き
る
だ
け
早
急
に
生
活
安

全
課
で
対
応
し
、
技
術
的
対

応
が
必
要
な
場
合
は
業
者
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

戸
別
受
信
機
の
取
扱
い
に

つ
い
て
は
広
報
紙
等
に
よ
る

広
報
で
継
続
し
て
対
応
す
る

考
え
で
す
が
、
試
験
放
送
に

つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

戸
別
受
信
状
況
確
認
の
方
法
と
し
て
検
討
し
ま
す

質問事項
１．防災無線の利用状況につ

いて
２．ＪＲ瓜連駅周辺環境につ

いて
３．県道静大宮線の整備状況

について
４．交通施設の改修について

　

瓜
連
駅
南
駐
輪
場

で
は
数
十
台
の
自
転

車
が
所
定
の
ス
ペ
ー
ス
に
入

ら
ず
、
乱
雑
に
放
置
さ
れ
景

観
上
あ
る
い
は
通
行
上
も
支

障
が
あ
り
ま
す
。
駐
輪
す
る

者
の
モ
ラ
ル
の
問
題
が
大
き

い
の
で
す
が
、
施
設
管
理
者

と
し
て
ど
う
対
応
し
て
い
ま

す
か
。

　

駅
の
委
託
管
理
人
を
整
備

に
活
用
で
き
ま
せ
ん
か
。

瓜
連
駅
南
駐
輪
場
と
北
側
広
場
に
つ
い
て

　

ま
た
、
瓜
連
駅
北
側
広
場

は
送
迎
時
の
車
が
切
り
返
し

を
し
て
方
向
転
換
す
る
際
、

自
転
車
や
歩
行
者
と
接
触
事

故
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

注
意
を
促
す
看
板
等
の
設
置

は
で
き
ま
せ
ん
か
。

　

建
設
部
長　

約
20

か
ら
30
台
の
自
転
車

が
ス
ペ
ー
ス
外
に
駐
輪
さ
れ

て
お
り
、
暫
定
と
し
て
約
30

当
面
の
整
備
を
し
利
用
者
の
使
用
状
況
を
見
ま
す

　

防
災
無
線
は
安
全

安
心
の
市
民
生
活
に

欠
か
せ
な
い
重
要
な
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
音
声
が

小
さ
か
っ
た
り
、
途
切
れ
て

聞
き
づ
ら
い
と
い
っ
た
声
を

聞
く
時
が
あ
り
ま
す
。
市
民

の
反
応
や
要
望
に
ど
う
対
応

し
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
戸
別
受
信
機
の
機

能
の
保
守
点
検
の
意
味
も
含

め
て
定
期
的
に
試
験
放
送
を

先﨑　光 議員

▲トイレ通路まではみ出している自転車

▲非常時に役に立ってこその防災無線（戸別受信機）
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

て
、オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
の
歴
史

的
背
景
も
解
説
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
長　

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市

に
行
っ
た
時
、
広
島
に
投
下

さ
れ
た
爆
弾
を
見
て
感
無
量

で
し
た
。
広
島
へ
行
っ
て
み

て
平
和
の
尊
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
高
校
に
な
り
修
学
旅
行

で
広
島
へ
行
く
こ
と
も
あ
る

の
で
、
中
学
生
を
少
数
派
遣

す
る
よ
り
よ
い
と
思
い
ま
す
。

住
民
合
意
が
あ
れ
ば
枠
外
予
算
も
と
言
っ
て
い
た
が

こ
れ
は
画
期
的
な
事
業
で
全

国
の
モ
デ
ル
と
も
な
る
こ
と

な
の
で
、
何
と
し
て
も
成
功

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

前
回
の
質
問
の
時
「
主
要

道
路
３
路
線
以
外
の
道
路
も

住
民
合
意
が
あ
れ
ば
枠
外
で

暫
定
整
備
を
す
る
」
と
答
弁

し
て
い
ま
す
が
、
住
民
に
は

「
主
要
道
路
予
算
の
枠
内
で
」

と
説
明
し
て
い
る
と
聞
き
ま

す
。
ど
ち
ら
な
の
か
説
明
を

求
め
ま
す
。

　

建
設
部
長　

市
の

財
政
が
非
常
に
厳
し

い
中
で
、
現
時
点
で
は
主
要

道
路
年
予
算
５
千
万
円
以
内

で
や
ろ
う
と
変
更
に
な
り
ま

し
た
。
た
だ
、
暫
定
整
備
は

メ
ー
ト
ル
１
万
５
千
円
ぐ
ら

い
で
で
き
る
と
積
算
し
て
い

る
の
で
あ
る
程
度
延
長
で
き

る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

財
政
厳
し
き
折
主
要
道
路
予
算
の
枠
内
と
変
更
し
た

質問事項
１．下菅谷まちづくりについ

て
２．平和行政について

　

平
和
を
守
る
た
め

に
は
常
日
頃
か
ら
平

和
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

那
珂
市
は
国
際
親
善
姉
妹

都
市
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
と
毎

年
交
流
を
し
て
い
る
が
、オ
ー

ク
リ
ッ
ジ
市
は
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
計
画
で
、
世
界
で
初
め
て

原
子
爆
弾
を
作
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
日
本
は
そ
の
被
害

を
受
け
た
国
で
す
。
そ
の
よ

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
の
歴
史
的
背
景
の
学
習
交
流
を

う
な
こ
と
に
つ
い
て
学
習
を

し
、交
流
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
毎
年
広
島
・
長
崎
で
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、中
学
生
を
そ
の

大
会
に
派
遣
し
て
は
ど
う
か

伺
い
ま
す
。

　

市
長
公
室
長　

特

別
に
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
今
後
派
遣
す
る
際
に

は
事
前
学
習
会
等
を
開
催
し

今
後
、
事
前
学
習
を
開
催
し
ま
す

　

下
菅
谷
の
ま
ち
づ

く
り
は
、
住
民
と
行

政
が
一
体
と
な
り
、
住
民
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
法
で

す
。
こ
れ
は
「
土
地
区
画
整

理
事
業
」が
破
綻
し
た
後
に
、

住
民
の
知
恵
と
力
に
よ
っ
て

あ
み
だ
さ
れ
た
方
法
で
、
全

国
で
初
め
て
那
珂
市
が
「
ま

ち
づ
く
り
条
例
」を
つ
く
り
、

そ
の
も
と
で
現
在
ま
ち
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

木村静枝 議員
▲オークリッジ市の「平和の鐘」

▲「下菅谷まちづくり」による道路整備がはじまりました
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

現
在
、
是
正
の
指
導
を
し
て

い
る
。
是
正
措
置
は
地
域
の

実
情
や
背
景
等
を
考
慮
し
、

行
な
っ
て
い
る
。
不
法
占
有

物
件
等
の
撤
去
及
び
現
状
回

復
に
つ
い
て
は
、関
係
者
の
事

情
聴
取
を
行
い
、
改
善
策
を

促
し
て
い
る
。
改
善
の
見
込

み
が
な
い
場
合
、
指
示
書
を

交
付
す
る
。
悪
質
な
時
は
、

監
督
処
分
・
告
発
を
し
、
損

害
賠
償
請
求
も
検
討
す
る
。

監
視
カ
メ
ラ
運
用
規
則
、条
例
の
制
定
の
考
え
は
？

考
え
に
つ
い
て
伺
う
。
ま

た
、
カ
メ
ラ
の
性
能
と
記
録

画
像
の
管
理
、
及
び
運
用
基

準
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
考
慮
し
た
規
則
や
、

条
例
制
定
の
必
要
性
に
つ
い

て
の
所
見
を
伺
う
。

　

経
済
環
境
部
長　

監
視
カ
メ
ラ
は
、
公

共
施
設
に
60
台
設
置
し
て
い

る
。
今
後
の
増
設
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
、

予
算
を
に
ら
み
な
が
ら
導
入

を
検
討
し
て
い
る
。
性
能
に

つ
い
て
は
、
防
犯
上
の
関
係

か
ら
、
詳
細
は
差
し
控
え
た

い
。
運
用
基
準
に
つ
い
て
は

定
め
て
い
な
い
。
条
例
、
規

則
に
つ
い
て
は
、
提
案
を
受

け
、
ま
ず
規
則
を
定
め
る
様

調
査
研
究
を
し
、
進
め
て
い

き
た
い
。

調
査
研
究
し
規
則
を
定
め
る
様
進
め
て
い
き
た
い
！

質問事項
１．安心安全の環境整備
２．市有地の管理について

　

平
成
16
年
よ
り
、

水
路
や
溜
池
が
市

の
管
理
と
な
っ
た
。
既
有
地

と
あ
わ
せ
て
、
広
大
な
面
積

を
市
が
管
理
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
作
業
は
大
変
な
こ

と
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
管

理
面
積
は
ど
の
く
ら
い
に
な

る
か
。
そ
う
し
た
な
か
で
、不

法
占
有
や
侵
奪
が
発
生
し
て

い
な
い
か
。
事
案
の
掌
握
が

で
き
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に

市
有
地
の
不
法
占
有
・
侵
奪
に
ど
う
対
応
す
る
か
？

対
応
対
処
し
て
い
る
か
伺
う
。

　

建
設
部
長　

譲
与

さ
れ
た
法
定
外
道
路

（
里
道
）
及
び
水
路
等
に
つ

い
て
は
合
計
で
１
万
５
千
件

に
な
る
。
面
積
に
つ
い
て
は

調
査
中
で
あ
る
。
管
理
は
、

官
民
境
界
の
確
認
、
確
定
を

し
、
砂
利
布
敷
や
除
草
を
実

施
し
て
い
る
。
不
法
占
有
事

案
は
１
件
を
掌
握
し
て
い
る
。

公
平
公
正
に
対
処
、
損
害
賠
償
請
求
も
検
討
す
る
！

　

小
宅
市
政
の
柱
と

な
る
政
策
に
、
安
心

安
全
の
環
境
整
備
が
あ
る
。

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
監
視
の
目
が
あ
る
と

い
う
事
で
、
犯
罪
の
抑
止
や

予
防
に
大
き
な
効
果
を
発
揮

す
る
こ
と
は
、
承
知
の
通
り

で
あ
る
。
現
在
那
珂
市
の
管

理
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る

監
視
カ
メ
ラ
は
何
台
あ
る
の

か
、
さ
ら
に
今
後
増
設
す
る

海野　徹 議員

▲たくさんの水路やため池などが市の管理となりました

▲カメラは様々な場所で活用されています
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

ら
れ
る
か
難
し
い
問
題
で
あ

り
、
ま
た
、
制
度
の
創
設
等
を

含
め
検
討
す
べ
き
課
題
の
多

い
事
実
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
本
市
の

総
合
計
画
の
基
本
理
念
は
、

市
民
が
安
全
、
安
心
で
暮
せ

る
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を

柱
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
意
味
で
も
、
本
提

案
は
今
後
研
究
課
題
と
し
て

ま
い
り
ま
す
。

木
道
整
備
で
地
域
の
活
性
化
と
観
光
行
政
に
寄
与
を

理
道
路
と
し
て
活
用
さ
れ
、

ま
た
、
商
店
街
を
始
め
地
域

の
活
性
化
と
本
市
の
観
光
行

政
に
寄
与
す
る
と
共
に
文
化

財
保
護
法
の
目
的
で
あ
る
文

化
財
を
保
存
し
、
か
つ
そ
の

活
用
を
図
り
、
も
っ
て
国
民

の
文
化
的
向
上
に
資
す
る
事

が
可
能
で
あ
り
ま
す
。
い
か

が
な
も
の
か
伺
い
た
い
。

　

教
育
長　

本
丸
に

至
る
一
部
が
深
い
堀
に
な
っ

て
お
り
手
を
加
え
な
い
と
来

客
者
が
利
用
で
き
な
い
状
況

で
す
。
今
後
は
、
関
係
各
課

や
保
存
会
が
地
域
住
民
と
十

分
に
協
議
を
し
て
実
現
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、

額
田
城
跡
保
存
会
の
中
に
管

理
的
機
能
を
入
れ
る
と
共
に

地
権
者
の
同
意
を
得
て
一
つ

の
組
織
と
し
て
活
動
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

関
係
各
課
と
地
域
住
民
で
協
議
し
実
現
を
図
る

質問事項
１．道路行政について
２．振動規正法について

　

本
市
に
お
け
る
一

般
道
路
の
実
延
長

は
、約
１
０
２
３
㎞
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
改
良
区
間
は

20
･
69
％
、
未
改
良
区
間
は

79
･
31
％
で
あ
り
、
ま
た
、
未

舗
装
区
間
は
53
･
38
％
で
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
狭
隘
道

路
角
地
隅
切
に
つ
い
て
整
備

基
準
等
を
定
め
、ま
た
、
隅
切

を
整
備
す
る
事
に
よ
り
、
狭

隘
道
路
に
お
け
る
安
全
か
つ

狭
隘
道
路
角
地
隅
切
整
備
基
準
の
制
定
を

円
滑
な
交
通
及
び
緊
急
車
両

等
へ
の
対
応
が
可
能
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。
い
か
が
な

も
の
か
伺
い
た
い
。

　

建
設
部
長　

建

築
確
認
申
請
時
に
隅

切
部
分
を
整
備
す
る
と
い
う

事
に
な
り
ま
す
と
、セ
ッ
ト
バ

ッ
ク
部
分
と
は
別
に
、
隅
切

部
分
だ
け
の
協
力
を
得
る
こ

と
か
ら
地
権
者
の
協
力
が
得

制
度
の
創
設
等
を
含
め
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て

　

史
跡
指
定
か
ら
９

年
が
経
過
し
、ま
た
、

保
存
会
等
の
活
動
に
よ
り
、

７
百
年
の
歴
史
あ
る
城
跡
へ

の
関
心
度
は
益
々
高
ま
り
来

訪
者
も
急
増
し
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
額
田
城
跡
の
遊

歩
道
に
つ
い
て
は
、
当
時
、

町
長
が
打
ち
出
さ
れ
た
木
道

を
本
丸
へ
の
一
部
に
整
備
す

る
事
に
よ
り
、
保
存
会
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
の
管

石川利秋 議員▲幅員の狭い道路（菅谷地区）

▲額田城跡付近に設置してある看板
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く
り
の
場
面
で
活
動
で
き
る

組
織
ル
ー
ル
な
ど
が
事
業
に

な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
ふ
う
に
感
じ
て
お
り

ま
す
。
又
住
民
全
体
の
組
織

を
中
心
と
し
な
が
ら
、
住
民

と
行
政
が
一
体
と
な
り
協
働

認
識
の
下
で
円
滑
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま

す
。

耐
震
診
断
補
助
事
業
制
度
化
取
り
組
み
の
考
え
は

れ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
り
ま

す
が
、
制
度
化
さ
れ
て
い
な

い
理
由
と
今
後
の
制
度
化
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
市

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　

建
設
部
長　

耐
震

診
断
補
助
事
業
は
国

が
事
業
費
の
２
分
の
１
、

県
は
４
分
の
１
、
市
町
村
が

４
分
の
１
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
自
己
負
担
は
、

２
０
０
０
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
当
市
に
お
き
ま
し
て

は
、
県
計
画
の
取
り
組
み
方

針
に
沿
え
る
よ
う
事
業
導
入

に
つ
い
て
隣
接
市
町
等
の
動

向
を
踏
ま
え
な
が
ら
適
宜
判

断
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

隣
接
市
町
村
の
動
向
を
踏
ま
え
適
宜
判
断
し
た
い

質問事項
１．住宅耐震診断の補助事業

について
２．本市の区画整理事業につ

いて

　

区
画
整
理
事
業

は
、
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
上
で
、
円
滑
に
遂
行

す
る
た
め
、
住
民
、
関
係
地
権

者
一
人
一
人
の
ご
理
解
、
ご
協

力
が
な
け
れ
ば
進
め
ら
れ
な

い
事
業
で
あ
り
ま
す
。
ご
理

解
を
得
ら
れ
な
い
事
象
が
起

こ
っ
た
場
合
に
は
、公
平
公
正

な
立
場
の
も
と
に
粘
り
強
く

話
し
合
い
を
持
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
市
長

地
権
者
の
理
解
を
得
る
た
め
粘
り
強
く
話
し
合
い
を

の
姿
勢
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

区
画
整
理

事
業
は
関
係
地
権
者

の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
な
け
れ
ば
、
よ
り
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
意
味
か
ら
、
住
民
と

行
政
の
協
働
に
よ
る
計
画
か

ら
事
業
ま
で
、
そ
し
て
運
営

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ

住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
計
画
・
事
業
・
運
営
を

　

県
で
は
８
月
末
よ

り
耐
震
診
断
を
進
め

る
内
容
の
広
報
を
行
う
な
ど
、

対
象
住
宅
の
住
民
へ
の
意
識

啓
発
も
積
極
的
に
進
め
る
方

針
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
本

市
は
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
県
内
44
市
町
村
あ
る
自

治
体
の
中
で
、
未
実
施
20
市

町
村
の
１
自
治
体
に
あ
た
る

わ
け
で
あ
り
ま
す
。
耐
震
診

断
補
助
事
業
の
制
度
化
が
さ

助川則夫 議員

▲土地の区画・道路・下水道など整備されました。
（竹の内区画整理地区）

一般質問　Ｑ＆Ａ　
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定
は
関
係
各
課
と
協
議
し
実

現
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

　

市
長
公
室
長　

貴
重
な
歴

史
資
産
や
伝
統
文
化
を
後
世

に
伝
え
る
と
共
に
、こ
れ
ら
の

文
化
を
コ
ミ
ュ
二
テ
イ
醸
成

へ
と
繋
げ
た
い
。

　

市
長　

提
案
を
真
摯
に

受
け
国
の
動
き
や
情
報
を
的

確
、
迅
速
に
判
断
し
各
制
度

の
活
用
で
地
域
の
活
性
化
に

結
び
付
け
た
い
。

菅
谷
と
共
に
周
辺
地
域
の
整
備
に
も
力
を
！

円
、
う
ち
国
県
の
補
助
が
約

50
％
、
市
負
担
が
約
20
％
、

残
り
は
地
方
債（
借
金
）と
し

て
毎
年
返
済
が
１
･
９
％
相

当
と
聞
く
、
市
財
政
へ
の
影

響
も
含
め
て
伺
う
。
額
田
を

始
め
周
辺
地
域
の
整
備
も
す

べ
き
だ
。
そ
の
計
画
と
予
算

の
確
保
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

総
務
部
長　

議
員

理
解
の
通
り
で
あ
る
。

公
債
比
率
は
危
険
な
状
況
と

な
ら
ぬ
よ
う
管
理
し
て
い
る
。

　

市
長
公
室
長　

菅
谷
の
整

備
は
国
県
の
補
助
を
有
効
に

活
用
し
て
い
る
。
ご
指
摘
の

周
辺
地
域
は
生
活
道
路
、
下

水
道
等
総
合
的
に
進
め
、
市

民
が
住
み
易
い
と
実
感
で
き

る
街
づ
く
り
を
目
指
す
。
予

算
は
歳
出
全
般
の
見
直
し
な

ど
で
見
出
し
、活
力
あ
る
街

づ
く
り
に
重
点
配
分
を
行
う
。

道
路
下
水
道
等
市
民
が
実
感
で
き
る
整
備
を
す
る

質問事項
１．史跡を活かしたまちづく

りについて

　

当
市
に
は
額
田
、

瓜
連
、南
酒
出
、古
徳

な
ど
城
跡
、
そ
の
他
各
地
域

の
神
社
仏
閣
な
ど
歴
史
的
財

産
が
多
い
。
今
は
亡
き
額
田

出
身
の
議
員
も
史
跡
を
活
用

し
た
街
づ
く
り
を
訴
え
て
き

た
。
国
交
省
で
は
新
制
度
と

し
て
「
歴
史
、
文
化
に
根
ざ

し
た
国
土
づ
く
り
の
支
援
制

度
」
を
準
備
。
県
文
化
財
指

定
申
請
し
、
県
や
こ
の
新
補

額
田
城
跡
の
県
指
定
と
各
種
補
助
で
地
域
活
性
化
を

助
制
度
を
活
用
し
た
街
づ
く

り
は
財
政
難
の
当
市
と
し
て

の
最
善
策
だ
。
本
新
制
度
は

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
歴

史
的
な
資
産
を
対
象
と
し
た

地
域
活
性
化
の
支
援
制
度
。

菅
谷
は
街
造
り
交
付
金
、
額

田
等
は
こ
の
新
制
度
の
活
用

で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
地
域

活
性
化
を
す
べ
き
だ
。

　

教
育
次
長　

県
指

県
指
定
の
実
現
と
制
度
の
積
極
的
活
用
を
図
り
た
い

　

当
市
で
当
市
中
心

の
菅
谷
の
整
備
が
進

み
街
は
大
き
く
変
化
し
た
。

市
の
顔
に
な
る
地
域
で
も
あ

り
好
ま
し
い
。一
方
で
額
田
、

本
米
、
木
崎
、
芳
野
、
戸
多
地

域
で
は
過
疎
化
、
高
齢
化
が

進
み
、
幼
稚
園
、
学
校
の
統

廃
合
の
心
配
す
ら
出
さ
れ
、

地
域
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
整

備
を
と
の
声
も
大
き
い
。
菅

谷
整
備
に
は
合
計
１
２
３
億

根本慎一 議員

　一般質問　Ｑ＆Ａ

▲開発が進められ
　ている菅谷

▲未整備の周辺地域

▲那珂市には数々の城跡があります。
　（「北緯36度付近の中世城郭」より転載）
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

課
、
学
校
教
育
関
係
者
と
話

し
合
い
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
遊
戯
室
の
拡
張
工
事
を

が
い
か
が
で
す
か
。

　

保
健
福
祉
部
長　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
当
初
、

旧
法
務
局
の
半
分
だ
け
を
利

用
す
る
計
画
で
し
た
の
で
、

そ
れ
に
合
わ
せ
た
改
修
を
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
施

設
全
部
を
利
用
で
き
る
こ
と

と
な
り
、
現
在
、
未
整
備
の

ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
室
及
び
多
目
的

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
し
て

お
り
ま
す
。
利
用
者
も
増
え

て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
の

で
、
未
整
備
の
部
分
に
つ
い

て
は
財
源
の
調
整
が
つ
け
ば

改
修
工
事
を
行
い
、
も
っ
と

た
く
さ
ん
の
子
育
て
中
の
親

子
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

遊
戯
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
を
計
画
し
て
ま
い
り
ま
す

質問事項
１．子育て支援センターにつ

いて
２．放課後子ども教室推進事

業について

　

放
課
後
の
子
ど
も

た
ち
の
安
全
安
心
な

活
動
拠
点
づ
く
り
の
た
め
、

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域

社
会
の
中
で
心
豊
か
に
健
や

か
に
育
て
ら
れ
る
環
境
作
り

を
推
進
す
る
た
め
「
放
課
後

子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
の
実
施
を

　

教
育
長　

時
代
の

変
化
に
伴
っ
て
働
く

保
護
者
を
は
じ
め
社
会
の
要

請
に
応
え
る
も
の
と
し
て
行

わ
れ
る
事
業
で
あ
り
、
実
施

に
向
け
て
考
え
て
ま
い
り
ま

す
。
本
市
に
お
い
て
は
、

類
似
事
業
の
学
童
保
育
が
木

崎
を
除
い
た
全
小
学
校
区
で

行
わ
れ
て
お
り
、
学
童
保
育

と
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
関
係

こ
れ
か
ら
関
係
課
と
話
し
合
い
を
進
め
て
い
き
た
い

　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
つ
ぼ
み
」
は
、

開
所
し
て
６
ヶ
月
た
ち
毎
日

親
子
連
れ
で
賑
わ
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
、
利
用
者
は
増

え
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
半
分

は
床
や
壁
が
未
整
備
の
状
態

で
、
と
て
も
幼
児
が
遊
べ
る

ス
ペ
ー
ス
と
は
な
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
早
急
に
整
備
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

内山さき子 議員

▲子育て支援センター「つぼみ」の遊戯室

▲五台小学校の昼休み
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

　

ま
た
、
市
民
と
の
協
働
方

針
策
定
作
業
を
市
民
参
加
条

例
と
し
て
定
め
る
こ
と
も
視

野
に
入
れ
て
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て

は
色
々
な
角
度
か
ら
調
査
研

究
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
総

合
計
画
の
基
本
理
念
の
柱
と

し
て
協
働
を
進
め
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ（
洪
水
避
難
地
図
）の
作
成
は

ょ
う
か
？

　

危
機
管
理
監　

①

来
年
３
月
に
完
成
さ

せ
て
市
内
全
戸
へ
配
布
し
ま

す
。
②
災
害
時
要
援
護
者
支

援
対
策
検
討
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
の
で
早
急
に
作
成

に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。
③

気
象
庁
な
ど
の
関
係
機
関
と

連
携
し
明
確
化
し
て
い
き
ま

す
。
④
８
月
に
市
建
設
業
協

同
組
合
及
び
市
環
境
緑
化
協

同
組
合
と
締
結
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
災
訓
練
は
中
学

校
区
を
単
位
と
し
て
実
施
し

て
い
き
た
い
。

　

建
設
部
長　

⑤
耐
震
改
修

促
進
計
画
を
策
定
す
る
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
耐
震
診

断
等
へ
の
補
助
制
度
に
つ
い

て
は
隣
接
市
町
村
の
動
向
を

見
て
適
宜
判
断
し
ま
す
。

来
年
３
月
に
完
成
さ
せ
て
市
内
全
戸
へ
配
布
す
る

質問事項
１．防災行政の推進について
２．市民との協働体制の整備

について

　

こ
れ
か
ら
市
民
と

の
協
働
体
制
を
さ
ら

に
整
備
す
る
べ
き
で
す
が
、

市
総
合
計
画
基
本
構
想
の
基

本
理
念
と
し
て
「
市
民
と
と

も
に
創
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」が
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、一
般
市
民
が
政
策
立

案
過
程
に
更
に
関
与
し
て
い

く
た
め
に
制
度
設
計
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
手
続
を
条
例
化

市
民
参
加
条
例
を
制
定
し
て
協
働
の
推
進
を

し
、
市
民
参
加
条
例
を
制
定

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

２
年
前
に
質
問
し
た
自
治
基

本
条
例
に
つ
い
て
は
ど
の
様

に
検
討
さ
れ
ま
し
た
か
。

　

市
長
公
室
長　

今

年
度
中
に
は
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
の
要
綱

を
制
定
し
ま
す
が
、
条
例
化

の
必
要
性
に
つ
い
て
は
総
合

的
な
観
点
か
ら
判
断
し
た
い
。

条
例
化
も
視
野
に
入
れ
て
方
針
策
定
作
業
を
進
め
る

　

昨
年
一
般
質
問
で

提
言
し
た
内
容
の
そ

の
後
の
検
討
を
伺
い
ま
す
。

①
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

は
②
災
害
時
要
援
護
者
の
避

難
支
援
の
た
め
の
名
簿
作
成

は
③
避
難
指
令
の
た
め
の
数

値
基
準
設
定
は
④
さ
ら
な
る

災
害
支
援
協
力
協
定
の
締
結

を
⑤
耐
震
化
の
推
進
は
。

　

ま
た
、
全
市
的
な
防
災
訓

練
を
実
施
し
て
は
ど
う
で
し

遠藤　実 議員

▲那珂川水系洪水想定図（平成14年国土交通省作成）
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す
る
予
定
で
す
。
市
内
で
生

産
さ
れ
る
農
産
物
の
地
域
内

流
通
を
促
進
し
、
需
要
率
を

高
め
る
と
と
も
に
食
文
化
の

伝
承
等
を
通
じ
地
域
の
活
性

化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

魅
力
あ
る
地
域
農
業
の
振
興
を

　

経
済
環
境
部
長　

国
で
は
、
平
成
19
年

産
か
ら
品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
た
め
那
珂
市
に

お
い
て
も
国
で
目
指
し
て
い

る
足
腰
の
強
い
担
い
手
育
成

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

市
で
は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
策
定
し
、
平
成
23
年

ま
で
に
85
名
の
担
い
手
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
の
加
入
要
件
を
満
た
す

担
い
手
育
成
と
と
も
に
、
中

小
農
家
の
役
割
の
重
要
性
を

踏
ま
え
た
総
体
的
な
取
り
組

み
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
那
珂
市
の
農
産
物

の
付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
、

「
奥
久
慈
な
す
」
等
の
生
産

拡
大
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど

を
農
協
等
と
研
究
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

足
腰
の
強
い
担
い
手
育
成
強
化
を
図
る

小田倉義治 議員

質問事項
１．農業の振興について

　

農
業
が
活
気
に
あ

ふ
れ
た
新
た
な
可
能

性
を
創
る
ま
ち
づ
く
り
に
は

循
環
型
農
業
の
推
進
に
努
め

る
一
方
で
、さ
ら
に
学
校
給
食

へ
地
元
産
の
米
や
農
産
物
を

取
り
入
れ
、
食
の
安
全
、
食
育

へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、市

長
は
地
産
地
消
促
進
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の

か
お
伺
い
し
ま
す
。

活
気
あ
る
農
村
の
た
め
に
地
産
地
消
の
充
実
を

　

市
長　

地
産
地
消

に
つ
い
て
は
、
私
も

重
要
な
施
策
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
と
ん
が
り
は
っ
と
、

そ
し
て
本
年
５
月
に
は
芳
野

直
売
所
が
オ
ー
プ
ン
し
、
生

産
者
や
消
費
者
に
非
常
に
喜

ば
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

経
済
常
任
委
員
会
に
お
い
て

も
こ
の
テ
ー
マ
で
議
論
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
10
月
に
地

産
地
消
促
進
委
員
会
を
設
置

食
文
化
の
伝
承
等
を
通
じ
地
産
地
消
の
促
進
を
図
る

　

自
給
率
向
上
を
目

指
し
地
域
農
業
を
支

え
る
幅
広
い
担
い
手
の
育
成

強
化
と
小
規
模
経
営
者
を
切

り
捨
て
る
こ
と
な
く
、
市
は

地
域
農
業
戦
略
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
か
れ
る

の
か
。
今
、
取
り
組
み
を
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か

お
伺
い
し
ま
す
。

▲ビニールハウスでの野菜栽培

▲芳野農産物直売所

一般質問　Ｑ＆Ａ　
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　請願の概要は、那珂市・事業者・市民が連携し、
たばこの吸い殻のポイ捨て、空き缶の投げ捨て、
飼い犬のふん害、夜間の花火、公共の場所の落書
きを防止するなど、快適な住環境の創出を推進す
るために、罰則（罰金）を含めた条例を制定する
ことを求めるというものです。
　この請願については、前回の委員会において、
慎重に審議する必要があるため、継続審議となっ
た案件です。
　審議の内容として、この問題は、条例制定では
なく、市民のモラルの問題である。また、那珂市
には同様の条例があり、条例制定の際、罰則の是
非について慎重に議論した経緯があり現在の条例
となっている。
　結論として、既に同様の条例があることから、
新たに罰則規定を盛り込んだ条例を制定すること
は反対であるとの意見がだされ、採決の結果、全
会一致で不採択とすべきものとなりました。

（経済常任委員会）

請願者
　那珂市平野1800－445
　平野地域づくり委員会
　　代表　平野第２区区長　谷島　貞男
　　　　　　　　　　　　　　　　外５名

不採択

請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果

快適な住環境づくりに関する条例
制定についての請願

４件の請願・陳情を審査しました。

　請願の概要は、子供たちのために充実した教育
を実施するために、国全体として教育予算を確保・
充実するため、その趣旨の意見書を国に提出して
ほしいというものです。
　審議の内容は、４項目の請願事項が出されてい
ましたが、１項目については、計画段階の施策で
あり内容も不明確なので審議をせず、以下の３項
目について審議を進めました。
○義務教育費国庫負担制度について、国庫負担率
の２分の１に復元することを含め、制度を堅持
すること。

○学校施設整備費、就学援助・奨学金など教育予
算の充実のため、地方交付税を含む国の予算を
拡充すること。

○教職員の人材を確保するため、教職員給与の財
源を確保・充実すること

　審議の結果は、国庫負担を削減し、義務教育費
を地方の一般財源で負担することは困難であり、
教育水準に格差が生じるので、国庫負担は堅持す
べきであるなどの意見がだされました。
　結論として、全会一致で、請願事項の１項目を
抜いた、上記の請願事項について採択とすべきも
のとなり、関係機関へ意見書を提出しました。

（教育厚生常任委員会）

請願者
　那珂市後台2547番地
　　山崎　泰彦　　外92名

一部採択

教育予算の拡充を求める請願

　陳情の概要は、標記の事業所に対して、地域住
民の健康と生活環境を守るため、増設工事中止の
対策を講じることを求めるものです。
　主な審議の内容として、工事の中止を求める理
由の内、増設工事に関しては建築物ではないので
都市計画法及び建築基準法に基づく指導対象物と
はならない。また、騒音・塵埃に関しては、市に
おける調査指導、並びに地域住民と事業者との推
移を見守る必要があるのではないかと意見があり
ました。
　以上の結果、引き続き継続して慎重に審査する
ことにしました。

（建設常任委員会）

陳情者
　那珂市後台2221
　　野中区長　峯島　寿　　外43戸

大平鉄筋工業所の増設工事の中止
と周辺環境への改善を求める陳情

　陳情の概要は、「県立高校の統廃合計画を見直
し、１学級30人以下にすること」、「受験競争や遠
距離通学を緩和するために、高校間格差を是正す
ること」の課題解決のために、意見書を提出して
ほしいというものです。
　審議の内容では、統廃合となっている高校は、
ほとんどが定員割れをしている。県立高等学校再
編整備計画は、再編整備計画の後期実施計画の過
程であり、社会の変化や生徒の価値観の多様化に
ついて考えると、活力と魅力のある高等学校の設
置のための統廃合は、やむを得ないという意見が
だされました。
　結論として、賛成多数により不採択とすべきも
のとしました。
（教育厚生常任委員会）

陳情者
　ひたちなか市和尚塚12417－2
　　田山　祐行

地域の県立高校の存続と、30人以
下学級実現でゆきとどいた教育を
求める意見書提出に関する陳情

不採択 継続審査
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お金や物を
求めない・贈らない

　

当
広
報
編
集
委
員
会
で
は
、

７
月
３
日
に
常
陸
太
田
市
議

会
、
常
陸
大
宮
市
議
会
の
議
会

広
報
の
編
集
状
況
な
ど
を
調
査

し
ま
し
た
。

　

常
陸
太
田
市
議
会
と
常
陸
大

宮
市
議
会
で
、
議
会
広
報
編
集

に
つ
い
て
様
々
な
話
を
聞
い
て

見
る
と
、
市
民
に
積
極
的
に
読

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
、

議
会
の
内
容
を
早
く
、正
確
に
、

読
み
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
、

原
稿
作
成
、
写
真
、
レ
イ
ア
ウ

ト
な
ど
、
苦
慮
し
な
が
ら
発
行

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

広
報
編
集
委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

７
月
３
日

常陸大宮市議会 常陸太田市議会

◎編集から発行まで
　発行までに４回の編集委員会を開催。８名の編
集委員が中心になり編集を実施。発行までの期間
は、定例会閉会後約１ヶ月。
◎紙面づくりでの配慮
　表紙の写真を市民から提供してもらう。
　一般質問記事の文字数増により、詳細な内容の
報告をしている。
　見やすい、読みやすいレイアウトなど紙面の工
夫をしている。

◎編集から発行まで
　広報発行までに１回開催。編集委員会は７名で
構成。
◎紙面づくりでの配慮
　平成19年５月発行の紙面より、一般質問の紙面
を１人１ページにして、顔写真を挿入した。一般
質問の内容は、合併にしたことにより市民が過去
の経過がわからない場合があるため、できるだけ
詳細に記載している。

▲常陸大宮市議会での視察風景

常
陸
太
田
市
と
常
陸
大
宮
市
の

広
報
編
集
状
況
を
調
査

政治家の寄附禁止
クリーンな政治活動のルールです

★政治家の寄附の禁止
　政治家は、選挙区内の者へお金や物を贈ることは禁
止されています。違反をすると処罰されます。
（例：お祭、運動会、地域の集会・行事、お歳暮など。選挙区

内の団体への寄付も含まれます。）

★政治家に対する寄附の勧誘・要求
の禁止

　選挙区内の有権者が、政治家に対し、お金や物を要
求したりすると処罰されます。

★年賀状等のあいさつ状の禁止
　政治家は選挙区内の人に対して、答礼のための自筆
によるものを除き、年賀状等のあいさつ状を出すこと
が禁じられています。

★あいさつ目的の有料広告の禁止
　政治家や後援会が、選挙区内の人に対して、新聞･テ
レビ･ラジオ等により、あいさつを目的とした有料広
告を出すと処罰されます。

※これらは公職選挙法により定められております

１件の意見書を議決し、関係機関へ提出しました。

（意見書要旨）
　子どもたちに豊かな教育を保障することは、社会
の基盤作りにとってきわめて重要なことです。
　日本の教育予算は、GDP比に占める教育費の割合
や教職員数などに見られるように、OECD諸国に比
べて脆弱と言わざるを得ません。
　そのため、教育予算を国全体として、しっかりと
確保・充実させる必要があります。
こうした理由から、政府においては次の事項を実施
するよう要望する。

１．義務教育費国庫負担制度について、国庫負担率
を２分の１に復元することを含め、制度を堅持
すること。

２．学校施設整備費、就学援助・奨学金など教育予
算の充実のため、地方交付税を含む国の予算を
拡充すること。

３．教職員の人材を確保するため、教職員給与の財
源を確保・充実すること。

意見書提出先
　内閣総理大臣、衆議院議長、参議院議長、
　財務大臣、文部科学大臣、総務大臣

教育予算の充実を求める意見書

意見書を提出意見書を提出
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平成19年第４回定例会開会予定のお知らせ

12/４から開会予定です
　第４回定例会は、左記の日程（案）のとおり開催
する予定です。
　会期日程は、開会１週間前に再度、議会運営委員
会を開催して、議案件数や一般質問者数を考慮し
て、日程を変更する場合があります。

議会の傍聴について
　議会を傍聴される場合は、日程等が変更になって
いる場合もございますので、議会事務局までお問い
合わせの上、おいでくださいますようお願いいたし
ます。
　また、那珂市のホームページでも、定例会会期日
程や一般質問通告書（開会直前）をお知らせしており
ますので、ご参照されますようお願いいたします。
　　TEL　298－1111（代表）
　　URL　www.city.naka.ibaraki.jp/

平成19年第４回定例会会期日程（案）
月　日 曜 議　事　予　定

12・４ 火

本会議
　○開会
　○継続審査案件の委員長報告
　○請願・陳情の委員会付託など

12・５ 水
本会議
　○議案審議など

12・６ 木 常任委員会（総務・経済）
12・７ 金 常任委員会（建設・教育厚生）
12・８ 土 休会
12・９ 日 休会
12・10 月 本会議（一般質問）
12・11 火 本会議（一般質問）
12・12 水 本会議（一般質問）
12・13 木 休会

12・14 金
本会議
　○委員長報告など
　○閉会

　

那
珂
市
議
会
議
員　

寺
門　

和
雄
氏
（
80
歳
）

が
、平
成
19
年
８
月
15
日
、逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

寺
門
議
員
は
、
平
成
４
年
２
月
、
地
元
の
人
々
の

衆
望
を
担
っ
て
、
瓜
連
町
議
会
議
員
に
初
当
選
さ
れ

て
以
来
、
瓜
連
町
議
会
議
員
と
し
て
、
ま
た
、
合
併

後
は
、
那
珂
市
議
会
議
員
と
し
て
、
16
年
間
に
わ
た

り
、そ
の
職
責
を
懸
命
に
果
た
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
瓜
連
町
議
会
に
お
い
て
は
、
総
務
教
育

常
任
委
員
会
委
員
長
、
議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長

の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
ま
た
、
那
珂
市
議
会
に
お
い

て
は
教
育
厚
生
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
の

委
員
と
し
て
円
滑
な
る
議
会
運
営
の
た
め
ご
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
平
成
10
年
２
月
に
は
、
第
22
代
瓜
連
町
議

会
議
長
に
就
任
さ
れ
、
瓜
連
町
の
発
展
に
大
き
な
足

跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
度
の
合
併
に
際
し
ま
し
て
は
、
議

会
人
と
し
て
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
、
新
市
誕
生
に
、

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

寺
門
議
員
の
す
ぐ
れ
た
見
識
と
円
熟
し
た
人
格

は
、
接
す
る
人
に
親
愛
の
情
と
敬
意
を
越
こ
さ
し

め
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

多
く
の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
と
い
う
姿

勢
は
、
私
た
ち
議
会
議
員
に
課
せ
ら
れ
た
「
地
方
自

治
」
と
い
う
命
題
の
原
点
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く

れ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

寺
門
議
員
が
、
体
調
を
崩
さ
れ
て
入
院
な
さ
れ
、

退
院
後
に
お
い
て
は
、
車
椅
子
に
乗
り
、
毅
然
と
し

た
姿
で
議
会
へ
出
席
さ
れ
て
い
る
姿
か
ら
は
、
議
員

と
し
て
の
強
い
責
任
感
と
情
熱
が
あ
ふ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
過
日
の
６
月
定
例
会
議
会
に
お
い
て
も

元
気
に
出
席
さ
れ
て
お
り
、
あ
ま
り
に
も
突
然
の
逝

去
で
あ
り
ま
し
た
こ
と
は
、
議
会
と
し
て
痛
恨
の
極

み
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
那
珂
市
議
会
と
し
て
、
寺
門
議
員
の
多
年

に
わ
た
る
地
方
自
治
に
尽
く
さ
れ
た
甚
大
な
功
績

を
称
え
る
と
と
も
に
、
限
り
な
き
哀
悼
の
誠
を
捧

げ
、衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

那
珂
市
議
会
議
員
一
同

那珂市議会議員
寺門　和雄　氏の逝去を悼む

瓜連町議会議長などを歴任し、
　すぐれた識見と円熟した人格により
16年にわたり町・市発展に甚大な功績を残す
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７月

古紙配合率 100％再生紙と大豆油インキを使用しています。

編
集
後
記

広
報
編
集
委
員

　
　
　
　
　

  

寺
門　
　

近

　　

今
夏
の
猛
暑
も
過
ぎ
秋
風

の
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
那
珂
市
議
会
だ
よ
り
」

第
13
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

本
号
で
は
９
月
定
例
議
会

の
主
な
内
容
を
掲
載
い
た
し

ま
し
た
。
さ
て
、
秋
と
と
も

に
読
書
に
ふ
け
る
今
日
こ
の

頃
、
久
し
ぶ
り
に
論
語
の
解

説
文
を
ひ
も
解
い
て
み
ま
し

た
。
そ
の
中
で
「
子
曰
く
、

其
の
身
正
し
け
れ
ば
令
せ
ず

と
も
行
わ
る
。
其
の
身
正
し

か
ら
ざ
れ
ば
、
令
す
と
い
え

ど
も
従
わ
れ
ず
。」
人
の
上

に
立
つ
指
導
者
や
政
治
家
は

何
よ
り
も
自
分
の
身
を
正
す

こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と

を
述
べ
て
い
ま
す
。
心
に
ひ

び
く
言
葉
で
す
ね
。
今
後
と

も
議
会
だ
よ
り
を
通
じ
て
、

議
会
へ
の
理
解
と
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

根
本　

慎
一

　

副
委
員
長　

海
野　
　

徹

　

委　
　

員　

寺
門　
　

近

　

委　
　

員　

石
川　

憲
男

印刷/有限会社  エヌプラン・サービス

３日　広報編集委員会調査視察
　　　（常陸大宮市議会・常陸太田市議会の広報編集に

ついて調査視察）
10日　広報編集委員会
　　　（那珂市議会だよりNo.12編集）
12～　経済常任委員会調査視察
13日　（「地産地消について」岩手県花巻市の先進事例

調査）
18日　議会運営委員会
　　　（第３回定例会会期日程案など）
　　　広報編集委員会
　　　（那珂市議会だよりNo.12編集）
19～　教育厚生常任委員会調査視察
20日　（「学校と地域との連携について」千葉県木更津

市・神奈川県横浜市の先進事例を調査）
25～　原子力安全対策特別委員会調査視察
27日　（北海道天塩郡幌延町の深地層研究センター、北

海道岩内郡共和町の原子力環境・防災センターな
どの原子力関連施設を調査視察）

31日　経済常任委員会
　　　（「地産地消について」審議）

１日　教育厚生常任委員会
　　　（「学校と地域との連携について」審議）
３日　原子力安全対策特別委員会
　　　（環境放射線監視結果など審議）
７日　全員協議会
　　　（那珂市総合計画基本構想など）
25日　なかひまわりフェスティバル参加
　　　（那珂市議員会では、「金魚すくい」を実施）

３日　議会運営委員会
　　　（９月定例会への提出議案・一般質問通告など審

議）
10日　那珂市議会第３回定例会
　　　（開会、委員長報告）
　　　議会運営委員会
　　　全員協議会
　　　（執行部提出の議案説明、報告案件など）
11日　那珂市議会第３回定例会
　　　（本会議　執行部提出の条例改正、補正予算、決算

認定など議案審議）
12日　那珂市議会第３回定例会
　　　決算特別委員会
　　　（H18決算の審議）
13日　那珂市議会第３回定例会
　　　決算特別委員会
　　　（H18決算の審議）
14日　那珂市議会第３回定例会
　　　決算特別委員会
　　　（H18決算の審議）
18日　那珂市議会第３回定例会
　　　建設常任委員会
　　　（陳情の審議）
　　　教育厚生常任委員会
　　　（請願・陳情の審議）
19日　那珂市議会第３回定例会
　　　（一般質問、５名の議員が質問）
20日　那珂市議会第３回定例会
　　　（一般質問、５名の議員が質問）
　　　議会運営委員会
21日　那珂市議会第３回定例会
　　　（一般質問、４名の議員が質問）
　　　全員協議会
26日　那珂市議会第３回定例会
　　　（委員長報告、決算認定、閉会）

８月

９月


